
プラズマの磁気流体力学的不安定性に対するホ-ル効果の影響

等々力 二 郎 (木風研)

理想プラズマにおいて､ イオンの質量,電荷を叫 eとしたとき､M/e の有

限性を考慮すると､ホール効果を含んだ磁気流体的な方程式が得られる｡イオ

ンではな (､電子が蔵力線に凍bついている｡

例題として､接線的不連続面､無限に広がった-様な磁場中の-様なプラズ

7.-様な実力の下での密度勾配のある場合の安定性が議論さ艶るO 前の二つ

におL,,.ては､不安定性は本質的に縦波的な擾乱よb生 じ､ホール効果は本質的

な影響を もたない｡ 最後のものでは､ 本質的には横波である擾乱による準交換

不安定性に対 して､不安定性は振動的な性格をもち､原著な安定化が見 られるo

安定化作用の大きさは､平衡における電子の ドリ7 ト速度に比例する｡

非調和な相互作用のあるフォノン系の熱伝導

村 瀬 千 明 (教養)

誘電体 を理想化 したフヰノン系の熱伝導率をKuboの表式によって計算 した｡

考えている系は､ポテンシャルを格子の平衡位置からの変位で展開したとき

の3次の項から生ずるanharmonicな相互作用をする系､すなわち3-phonon

pro-cesSがある系を考え､4次の項からくるphononの散乱は､計算を簡単

にするため考えなかった.

熱伝導率に対する表式は､Kubo尋1)のものを使い､これを結合定数 1の2

次のオーダーだけ計算 した｡ 表式は熟流Jの相関の形で書かれているので､ま

ずJを具体的に書hてやることが必要だった｡ これはエネルギーの連続の式を

使V'､この場合にでて (るJに対する任意性は､考えている系が､ある一方向
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修士論文で何がなされているか

に温度差をもち､流れが-次元的になっているとして除いた.この結果 Jは

I-JATT･+ lJVの静に書ける｡ ここで JKは､ - い レトこアンのhar皿Onic

な項 (相互作用のないフォノy系を記述する項)か ら生ずる流れである｡ JV

は anharmoni'Cな相互作用があるため生ずる流れで､ ス2のオーダ-まで計

算 しようとするとこの JVからの寄与 も計算する必要があることが分る｡ こ

の ようにして､barmonicな流れ JKが､相互作用によって変化を受ける効

果ばかりでな く､anharmOnioity によって生ずる流れJVが関係する効

果 も計算 した｡

具体的な計算は､iliashbergf2)のやったやり方を使1て行った｡ JKと

JVの相関からの寄与をぴⅣ と表わすことにすると､LKK,LFV,LVKは ､ -

Normalprocessに対 しても小さな､UTiklappprocess に対 して大き

い寄与を与え､定性的によいのであるが､LVVは､このような性質を持たな

い｡ Pierls理論 との対応は､今調べているところであるが､LW は対応が

つかないようである｡
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Effectsofimpurityontheelectronicstates

lngraphite

中 尾 憲 司 (理)

Recenも1y,someexperimentalresultshavebeenrepoted

fora g̀raphiもewithdiユutely-dopedborons;g-shifts,Hall

effects,anddeHaas一VanAlpheneffects. Though theyhave

no七beenaccumulatedenoughtosuggesもasystematicview

about theeffect ofimpuritiesonthegraphite,theympti一
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